











-1757 年における清とアプライの直 接 交 渉 一
はじめに
小沼 孝博


























う , カ ザ フ の 「帰順」 に対する清朝中央での初
期対応を検討した (小沼2006;0numa20lOa)。
一方. それと同時並行で, ジュ ンガリアに展開
する違征軍を率いる定辺右副将軍ジョーフイ
Jaohiii ( 兆 恵 ) た ち は. ア プ ラ イ と コ ン タ ク ト
をとるべく行動を開始していた。 それが待衛ヌ_ タ ・ yl





















きもので. 軍営の出発から始まり . ア プ ラ イ と
の交渉の様子が順を追つて詳細に記され. かな
りの長文である(以下. 報告I3)。 も う 一方は.
さほど分量はないが. ジョ ー フイが「エルケシャ
ラ と ヌ サ ン が 別 途 密 か に 送 つ た 普 簡」 (Ma.
ErkeSara nusan sei geli narhuSame jasiha bithe)
と記すように. 使者2人の私的な報告という性
格を持ち. 報告Iにみえなぃ情報や所感が含ま
れ て い る ( 以 下, 報告I「')。報告Iが大幅に省
略されながらも. 後年に清朝政権が編基した「平
定準嚼面方略」 (以下 「準略」) に 収 録5 されて













































































とんどを 「準略」 は省略しているが. 報告Iに
は詳しぃ記述がみられる。
8 月 l 5 日. 使節はアプラル(Ma. abural)の
地に到たると . ダ ウ ラ ト =バイ =バー トル (Ma.
Dolotbai batur)率いるカザフの兵30名と出会つ
た。 ダ ウ ラ ト =バイは60歳ほどの老頭日であ
り . ホジべルゲン (Ma.Hojibergen). カラ=バー
トル(Ma.Kara batur)とともに兵300名を率
いて展開していたが. 清の使節到来の消息を得










任者であった。 ダ ウ ラ ト =バイは. 族弟ホトム
ぺ ト =バートル(Ma.Hotombitbatur)をヌサ




ラ ト =バイ自身も, 2日間使節に同行した後.
8月l7日に迎接準備のため自身の遊牧地に戻つ
ていった(報告I : l 3 39-42)。













I : l 3 4 2-44)o
アプライのもとへ急ぐ使節一行であったが,


























9 月 5 日. ヌサン使節はァ プライとの対面に
4
及ぶが. その直前にソロンの委領催'6 オイポー














開き . 馬肉が供された (報告I : l 346-l347)。
ヌサンは. アプライについて
アプライは40歳ほどで. 体は小さく . 類










を続け. 8月3日の日暮れにアルチャト =チ ョ

























































れたアムルサナは. 8 月 3 l 日 ( 露 暦 al2 0 ) に
トポリスクに到るが. その途上で天然痘を発病
しており . l 0月2日(露暦9l l2 l )に同地で死









入れていくと . あるカザフ人から. やはりァプ




と信じている. という情報が提供された。 こ こ
でヌサンは. カザフ人の間における盟約の重さ
を認識したという。さらに,当事者の一人であっ
た ダ ウ ラ ト =バイが他の請頭日とともに来訪し
た際. ヌサンはカザフがアムルサナを捕らえる
ことでどれだけ清から利益を得ることができる







ので, 天に向かって祈特し請願する。 天よ .
我に思を及ぼ し. アムルサナを我が手中に
収めさせんことを!2°







と し た ( 報 告 I : l 3 5 5-60)。
以上からは. ヌサン使節の説得により. ダ ウ
ラ ト =バイたちの協力を取り付けたかにみえ
る。ただし, ダ ウ ラ ト =バイは. アムルサナの
潜伏にっいては. これをきっばりと否定してい





いて探索することを求めたが. ア プ ラ イ と ダ ウ
ラ ト =バイは 「アムルサナはそこにいない」 と
断言し. 許可しなかった(報告 II : l 553 )。

































































タ ガ イ 部 の フ ラ ヒ =バートル(Ma. Hiilahi ba-
tur) をロシアに派遺することを申し出ている

















してヌサンも, ア ム ル サ ナ が「本当にロシアに
入つたなら. 我々は別に対処する」 (報告I :
1381) と返答しており 24, 実際にこの案件はァ
ムルサナの通体引き渡し間題として露清交渉に




と こ ろ で. 上記の発言の中でアプライは. 清











け. ロシアには清と接触は 「講和」 であり. 「帰
属」 を意味しないことを説明し. 双方との関係













い カ ザ フ 草 原 北 部 の イ シ ム 河 流 域 に あ り
(KR0:6l4;MOTsA2: l63), 同地域に住む
クルサラ=バー トルKulsara batyrとともに. し
ばしばアプライの要請を受けてトロイッキやオ
レンプルグに出向き, ロシア当局との交渉にあ
たった。 アプライによれば. ク リ ャ カ=バー ト






だった (スルタンガリ ェヴァ2008:65)。 ダウ
ラ ト =バイやホジぺルゲンがァプライの束方関






ま ず , ア ブ ラ イ の 「帰順」 に と も な う . 清側















































































( ジ ョ ー フイとフデ)がヌサンらの派遺に
おいて〔指示した〕. カザフのアプライの
属衆の数を調べる. 官爲を賞与するとぃう
項日を. 我は余計だと思案している。 ど う
してかとぃうと , 我々がこの言葉を彼らに
述べたら. 彼 ら 〔 ヵザフ〕は怖れ. かっ逆
賊アムルサナもこの言葉をとらえて勝手に




も . ジョーフイとフデはこの論旨を受け 時に. 乾隆帝は二つ日のアブライ宛の勅書を出
取つた後. なお急いで人を追加派遺し. カ してぃるが. そこでも清側には実効支配への意
ザフのアプライに送れ34。 向がなぃことを強調している37。
さらに乾隆帝は. この文面に続けて8月3l日 以上・ カザフとの関係構築に向けて清朝内部
のアプライ宛勅書の概要を繰り返し, 勅書現物 でなされた議論を確認したが・ ここで考えてお
の到着を待たずに, 使者を急派してアプライに
口頭で説明させるよう命じている:aS。指示を受













と交渉はオイラ ト掃討作戦 (l757-58) の最中





























側に権力の介入と理解され. 「彼 ら 〔 ヵ ザフ〕
は怖れ. かっ逆賊アムルサナもこの言葉をとら
えて勝手にうまく語り . 彼らカザフの人々を欺」
き . オイラ ト支配と同じ敬を踏む可能性があっ
た。 さらなる混乱惹起を選けるため. 清は慎重
この結果・ 清朝中央と将軍たちの間では・ カ ザ  な姿勢をとるだけでなく . 政策意図をァプライ
フに対する初動対応にっいて意志の共有がはか にも十分に理解させた上で. カザフとの関係構
















のケンゲル= ト ゥ ラ ( ウ スチ=カ メ ノ ゴ ロ ス ク
要塞) へ赴く途上にあったシュ ン デ ネ と 7 月
28日に対面した際38. 頭日20人の名を記して





我々三部の中ジュ ズ, 大ジュズ. 小ジュズは
みな一体である。大ジュズはタシケントの地
にいる。小ジュズはシル河末端のジャイ河
の地にいる。みな一つの身体で. 戰 う と な
れば共になし . 従うとなればまた共になす。
我の言葉に偽りはなぃ。我が意では. 大ジュ





















しないと返答した (報告I: l369-7 l )。
アプライは. 遠方にある大・小ジュズに到る











なかった ( 報 告 I : l 3 7 l-73)。 ヌ サ ン ら に は.
アプライの属下に500人もの頭日は存在しなぃ


















う で. ついに協識は妥協に至る。 アプライはヌ
サンの面前で. 中ジ ュズはハンとスルタンl9
人. 主要な頭日(バー トル, ビィ 42) 44 人, 大




告I : l 3 7 3-76)。














中ジュズには. タ ラ ク ト ( M a.Tllraktu < Taraq-
ty) . アルグン(Ma.Argan < Ar日,m) , ナ イ マ ン
(Ma.Naiman < Nayman). ケ レイ(Ma. Kere <
Kerey). ウワク (Ma.Wlak < Waq), テレングト






祖先伝来のカザフの習俗が. 清への 「帰順」 で
改められてしまうのではないかと不安を抱いて










我々が 「称号とは. 我々の例規では, 大功
を立てた者に. 大エジェンが褒め慈しみ恩
恵を及すため賞与する。 我々のハルハ四部




呼ぶ。」 と述べた時, アプライは 「称号に
表 申 ジユズの集国構成
主要クラン (アイマン) 下 位 ク ラ ン ( オ ト グ ) 頭目名 戸数 備考
Taraktu(Taraqty ) Tanktu Naimandai Batur 400
AIgan(An日rn) GadzagalaAIgan Bugambai Batur l.000
Kara Hasak Hadzabek Bi 2.000
AltaiArgan Niyas Batur 3,000
AntagaiArgan YabsakBatur l,000
Karag0largan ItKaraBatur 2,000
Ba3katinargan Janadzak Batur 2,000
Tobuk '「iuArgan Karpuk Bi l,000
Hodzganargan Tulioke Bi l,000
1tlrtulArgan Babuki Bi 2,000
Argan Mailabalta It KaraBatur l,000
Babaい BabanayarBi 500
11ulun解u(Telenggut) Ttllunggu JanadzarBatur l,000 *
Naiman(Nayman) 'lleres Tamahala Yaraleb Batur 1,000
KaraKele Baijjiget Na man Dolotbai Batur l0,000
Matai Naiman Olliibai l 0.000




Tas Batur 400 *
Kukyar Naiman Barak Batur l,000
Bora l'llaiman YonosarBatur 2,000
BahanaIa Na man MalarBatur 2.000 *
BaltaiNaiman EtusiBatur 500 *
Kere(Kerey) AcamailiKere Dursumtlai Batur 10,000 *
AcamailiKere&KurSar MadzarheldeBatur 2,000 *
Abakta Kere Hojibergen l,000
Abakta Niyasu Batur 500 *
Iteili Kere Janturu Batur 1.000 *
Wak(Waq) Wlak Sar Bayan l,000
Wak Tilib Batur l,000 *
Wak BarmakBatur 500 *
Ikektu Wlak Esgl」lBatur 1000 *
JangguWak SarBatur 500 *
Habcak(Qypchaq) Habcak Hosokorbai Batur 3,000
合計 68,300




は 「汗, 王. 大臣に称号を'重S:与する場合.
爲号をェジェンが賀与する。 例えばアプラ
イよ. 汝にオルジト 49=ア プ ラ イ と い う 称
号を'iS1与したならば. そのままオルジト
=アプライと呼ぶことになる。また,汗, 王.








強い関心を持つようになり . 清朝皇帝から 「オ
ルジト王」 の爲位が授与されることを期待し,

























孫にも受け継がれていったとぃえ よ う 。
3.4. 使節の帰通
頭日の名簿. 爲位の授与に関する問題に片が












ら . ヌサンになお残留する日的を舉ねた。 ヌサ
ンはカザフの地に滞在してアムルサナの動向を
見極める気であったが, アプライは匪賊跋Eの































































と 呼 ば れ る よ う に な っ た CKR0:582;川上
l 980 :44)。無論アプライの実力あってのこと















l ズ ラ ー ト キ ン に よ れ ば. アムルサナはl755-56年












3 「満文録副」 l671.l 5. 47:1338- l388. 乾隆22年9
月14日[1757/ll]ll26]. ジョー フ イ の 奏 招 (「新照




(20 l l : l24, l28)が利用している。
4 「満文録副」 l655.40. 46:155l- l559. 乾隆22年9




日 ) [ 1'l57/l1/18]条。
6 「八旗通志」 巻l55. 大臣伝2l. 努三条。
7 「王公表伝」 卷 70 附貝子品織補国公額爾克沙喇列
伝。
8 「満文録副」 1653.l 9. 46:883. 乾隆22年8月27
日 [ l75'1/l09]. ジ ョ ー フ イ の 奏 招 (「新疆匯組」
25 :186 ) 。 ErkeSara. jun gar de aniya goidaha.
Hasak ibaninbeumesisambime,abulai i emgiemu
bade juwe ilan aniyatefi.sain i gl」culehe.
9 「準略」正組巻 4 l : 2 l b-22b.乾隆22年7月丙午(l6




l 0  il11lはカザフの各ジュズを構成する下位集団をオト
グと呼び. 当初はその続率者をザイサンと呼んで













「清文録副」 l643.l 2. 45:27l2, 乾 隆 2 2 年 6 月 的
日 [ l7511 ?]. ジ ョ ー フ イ の 奏 招 (「新疆匯 組」
2 3 : 3 8 l-382)。 Suwe isinaha manggiabulaiginggun
iljishun i dahame dosikabesai3ame damu amursanabe
jafara be kicekini. Unenggi amursana be jafame
bahafamba ejen de beneci.ambaejen sini unenggigu
nin be buleku1llefi urunaku ujen amba kesi isibumt)i
seme h liisutuleme gisure. Geren otok idalaha urse
be baicame icihiyara de musei baita icihiyara gese
naIlhilきame kimcime baicara llet)aiburakiil. Damu ceni
banin de acabume ce cihanggai fungnehenbealime
gaiki sere niyalma be ejefi amba ajigebeilgafi gajici
wajha.
ホジぺルグンは. 8月23日にジョ ー フ イ の'可l営に
到着し. アプライの船順の意向とァムルサナ摘獲
への協力を伝えている。 「正 制  正編卷42: l7b-
2la. 乾隆22年8月丙實(7目) [ l 75719/l 9 ] 条。
報告I: l341。 Minibeyedergitjandetehegeren nukete
urse be kadalara dalaha niyalma. Yaya bai elcin jici,







報告Il:1554。 Manju coohaduin oirat be wacihiyaha.
Membe ainahai ergumbure. Honin adarame niohe
emgibici ombi.
本来オイポーはソロンの参領の地位にあったが.
「領催を委ねた参領」 (Ma. Fund boSoklibearaha
jalan i janggin) となっていた。 このように特定の軍
務に従事するにあたり . 暫時任命された官職を 「委
官111arahahafan」 と ぃ う。
報告II:l552。 Abulai dehi sefuncembi. Beyeajigen,
lllufangga salu,niyalma getuken,giyan be baime
gisurembi.
報告I:l350-5l。Amba ejen i ulganlalbdu. Duibuleci
waliyabuha morin be baire gese. Niyalmalabduoci
bahambi. Amba ejen i ufgan golmin.Aibide genembi,
urunakilbahambi dere.
「満文録副」 l668.l 4. 47:777-78 l. 乾隆22年6月
29日[l752「Wl3]. ジ ョ ー フ イ の 奏 招 (「新硼匯綱」
24 : 72-74)。
報告I:1358。 Bi Amursana i emgi fucihi be uju de
huk1llefi. miyoocanbeangga de aSufi gashuha bihe.
Amursanaminibarunadan mudan hashunbe efulehe.
Te bi imbe jafaf,amba ejen i kesi きangbegaikiseme
abka de jalbarime baimbi. Abka minde kesi isibuli,
amursana minigala de nambureo”
2 l  報告 II :l552。Membeacaradesucunggajuweinen解i
面nbefuhaligisureheki」. 'lllwaci.menigisunaIbun
kcendeme bihe. Tailji erke1llara i baru fe banjiha
bebe jonome gisurerebetuwaci,keb sembi. Abulai
nimefi yebe oho manngi,inenggidari acafi baita
Osurere de,abulai arubun menibaruhebeSeme icihi-
yame deribuhe.
22 ここでの「大国」 (Ma. ambagl」run)は. 想頭され
ているので清を指す。
23 報告I:l382。 Meni hasak ambagl」run de duibuleci.
ajige. Ajige de dulibuleci,ambakan.Te amursanaaika
oros de dosikangge yargiyanoci. amursana be gai-
rengge amba ejen de bi. Meni hasak,oros i Ila'u h1ii
waliyameacaf, hud由meyabumbi. Meni husun oci.
amursana be gaime muterak1li. Duibeleci. yehere
tetun be jafaliwehe de faharagese.
24 9月26日にヌサンらは. 使節への悄報提供者となっ
ていたァプライ配下のオイラト人アルシャン(カ










部分的であり . ロシアへの 「服属」 を意味するも
のではなかった(野田20l l :49-50)
26 ただし. この論争において双方が言及する 「ヵザフ」




l l 2- l l 3 )。




れ な い と い う 特 梅 が あ っ た が ( 理 l 谷 l 9 6 3 ; 韓





28 「満文上論簡」 :ilt務19(1). 乾 隆 2 2 年 7 月 l 6 日
[ l7571l3/30] 条。 Cenibaumesigofo. Edecende
fungnehen jergi bahabure babe hono icihiyara be
baiburak1ii. Jao hui,fude se emgeri niyalma takilllali
abulai i jakade unggifcendefungnehen jeIgi bahabure
jalin ulhibure be dahame,ceni cihai okini. Ume
hacihiyara. Ce aika cihanggaifungnehen gajiki seci
inu ombi. Ce aika cihaku oci,uthai jai ume jonoro.
Cenichihanggabe tuwame yabubuci wajiha.
29 「乾 隆 朝 上 論 續 」 3 : 7 7 ; 「準 略」 正 構 巻 4 l :
26a-b. 乾隆22年7月丁未(17日)[ l75'afal3 l ] 条。
30 本稿では中央ユーラシアのモンゴル系・テ ュ ルク
系語勢力の支配者 (特にチンギス商) が自称した
ハン(Mo. ll回an,Tu. khan)号を 「ハン」 と記し.
清朝皇帝が臣下の外港モン ゴル王公やそれに準ず
る存在(カザフ首長層など)  に授与した爲位とし
てのそれを 「汗」 (Ma.han )と記す。
3 l  「満文録副」 1669.4. 47:832-834. 乾隆22年7月
l 7 日 [ l 7 571lael ] (「新疆匯編」 2 4 : 3 l 5-3 l 6 ) ; 「消
文上論結 」 軍 務 l 9 ( l ). 乾 隆 2 2 年 7 月 l 7 日
[l751f開 l ]  条。 Cf. 「準 略 」 正福卷4l : 24a-b。
Meni jianggiyunsei baci,suwembe amba ejen de
dahaha manggi,suwembe urunaku han, wang ni colo
1llangnambi. suweni nuktei ton be baicafi alibukini
semeafabuhangge cohome jiyanggiyiilnambasa baita
icihiyara niyalma kai. Arg 1ii dorgi ba i kooli be
memereme icihiyangge,suweni jecen i ergide tehe
urese de acal1aku. Suwe goro jecen de tehe niyalma
dofgi jasak,kalka, 1met i jel1gi urse de duibulelciojorak1ii.
Suwembe nuktei urse be baicabuci, jugtin goro de
suwe amasi julesi baibi suilarabealimbi. Ttlsa aku
uttu ofi,suwe an i suweni fe doro baime bikini. Te
bicibe abulai sai te uthai han kai. Bi kesi isibume
fungnecibe inu han fungnere dabala. Ereci jai
ambakan hergen akli. Damu sini han serengge,bi
suweni cisui tukiyehengge,umaimenifungnehe colo
hergen waka. Sini gunin de aika mini kesi isibume
b印ed ele delengge ombisemegim Lici,bi uthai kesi
isibume,sinde colo 1llangname han i fungnehen
bahabuci inu ombi. Suweni fejergi urseoci an i fe
songkoi yabukini. Suweci albangaire ba ak,ii,inu
suwecitucibubure jakahacinakiiL
32 ただし. アプライが正式に中ジ ュ ズのハンに推設
されるのはl77l年のことである。
33 この勒:9;:はl0月中旬にジョ ーフイの車営に到者し.
そ こ か ら ァ プ ラ イ に 届 け ら れ た。「満文録副J
l671.9. 4 7 : l 2 7 l- l 274. 乾隆22年9月9日[ l 7 571
10f21l ]. ジ ョ ー フ イ 等 の 奏 招 (「新疆匯福」 25:
318-320)。
34 註 8, 同 史 料. 「満文録副」 46:880-88l. ジョーフ
等 の 奏 招 に 引 用 さ れ た 乾 隆 2 2 年 7 月 2 6 日
[1751胞f l 0 ] の 上 論 (「新疆匯福」 25 : l 84-185)。
Mini giinin de majige eleburakungge ce onggolo nusan
sebetak1iirahabade,hasak i abulai i fejergi ul1sei ton be
baicara,hafanhergen 1;angnara sere hacinbe, t)ilabdu

















gisurehe manggi. ce gelembime,htilha amursana geli
ere gisun jafafi balai banjibume gisurefi ceni hasak i
urse be holtoro be boljoci ojorakti seme gunifi,ere
jergi babe gemu baiburaku seme amcame hesi bithe
wasimbume unggihe bicibe. jao hui. fude ere hesebe
alimegaihamanggi,kemunihudun hacihiyame amcame
niyalmatakurafi. hasak i abulai de unggj.
同上. 「 満文録刷 J 4 6 : 8 8 l -8 8 2 (「 新 疆 匯 綱」
25 : l 85 )。
同上. 「満文録mj」 46:882-883. ジョ ーフイ等の
奏招'(「 新 疆 匯 細 」 25 : l 8 5- l86)。 Suwe isinaha
manggi,uju coho de umesi oyonggo ningge,amursana
be baime jafara baita. Damu abulai be hacihiyame
amursana be hudun jafafi benjici,gtiwa babe yaya
demun i icihiyaci ombi. Icihiyarakti oci inu ombi.
Ce aikafungnehenbaici.ce bithe arafi beye jidere.eici
juse deote takurafibaime wesimbukini. Ce cihangga
aku oci. ume hacihiyara. Jai abulai gese dalaha otok i
urse be baicara de,umesi musei baita icihiyara adali,
boigon i tonbeejere akumbume kimcirebebaiburak lii
sere anggala,,jungar i otok be icihiyara gese baiwara
beinu tlaitarakiL Damu abulai de fonjiii. ya niyalma ai
otok de dalahabi,udu boigon i niyalma kadalaha babe
fonjifi,muse saci wajiha.
「準略」 正綱卷44:28a-b. まを隆22年l0月甲子(5
日 ) [ l 7 57「l l / l 6 ]条。
「準略」 正紹卷42:lb-2b. 乾隆22年7月丙辰(26
国 ) [ l757用f9 ] 条。
報告I: l368-69。 Meni hasak cihetei adali son son i
nukteme,morin ulha be fusembume yabuhai jihe.
Meni ilan aiman ortojus,ulujus. ke1lliljus be gemu emu
adali. Ulujus tasigan i bade tehebi. Ke1lljjus sirbira
dube jai bira bade tehebi.gemu emu beye,dainoci inu
sasa,dahaci inusasa AbuIai minigisun ci julnl・aku.
Mini gtinin de. ulujus. keきljus i han,solton sei gebu be
gemu ortojus meni gebusasaarafi bureci tulgiyen,…
Aika esei dalahaniyalma gebubeararaku oci,ese kor-
sombime gtinin fakcashun ombi. Adarame icihiyara
tlabeambasai emgihebeSeki.
「満文録副」 l677.1. 47:2242-2243. 乾隆22年l2
月l8日[l758/l/27]. シュンデネの:奏 細 (「新服匯
組」 27:177- l「8)。
報 告 I : l 3'll3. Ne ambasa meni gebu be gairengge,
eici jiyanggiytin i gisun. ejen i hese. Meni gunin de
sekiyen aku gese.・1-・l ・ l
チンギス商 「自f f 」 (ハン . スルタン)に属さなぃ.'l・-・t ・ l
い わ ゆ る 「'l1l ・lit」 出身の力サ'フ首長用iは. バ ー ト
ルまたはビィと呼ばれた。











副 」 l 672.l 4. 47: l537. 乾 隆 2 2 年 l 0 月 l 6 日
[ l7571l l1'27]. フ デの奏招(「新疆匯制26:246)。
量謎40. 同史料. 「満文録副」 47:2242-2243(「新疆
匯福」27 :177-l78) 。
「満文録副」 l679.6. 47:2595-2298. 乾隆23年正
月 [ 1758f2f8-31 18 ] (「新疆匯制28:78-79)。
中ジ ュズにおけるテレングトと呼ばれる集団はハ
ン の直属民を指し. l8世紀初一'llitの タ ウ ケ =ハンの
時代に成立したとされる (野田20ll : l 2 2 )。
カザフの各ジュズは複数のルゥ ruと呼l;「れる父系
クラン集団から構成され. さらに主要クランは複
数の下位クランを持つ(藤本20 l l : 5 0-52)。 カザ
フのルゥと清が認識するオトグは完全に一致する





し く 考 察 し て い る (Noda20l0;野田201l:149-
l79)。 ここでの識論はヌサン使節の交渉内容に限




報告I: l377-1378。 Menigisun. colo serengge,meni
kooli de umesigung ilibuha niyalma amba ejensaisame
jilame kesi isibume colo 1;angnambi. Meni kalkai duin
aiman de cecen han bi.Cecen sere hergen uthai colo
ere adali. Jai dain de baturulame faききamha urse de
kesi isibume coloSangnaf,colo be dahame gebube
gebulembi sehede. abulai fonjirengge,colo de udu
hacin bi. Meni gisurengge,han. wang,ambasa de
coloSangnara de hergenbeejen 1llangnambi. duibu-
leci abulai simbeo1ljitu abuIai seme coloSangnaci,uthai
oljitu abulai seme hu lambi. Jai han. wang. beile,






ターンを持つ。 ア プ ラ イ も ヌ サ ン に 「我々のカザ
フは降雪の後. それぞれ牧祥を通い立てバラバラ
に遊牧しに行き. 緑1ililが券吹いた後. またーカ所
に集まる」 (報告I : l 383 )と述べている。なおア
プ ラ イ は. 朝,日の名薄の提出後. 越冬のためにバ





53 1注3. 同史料. 「満文録副」 47:1386. ジョ ー フイ
の 奏 溜 (「新孤匯編」 25 :405 )。
54 註43. 同史料. 「満文録副」 47:1534-1537(「新疆
匯紹」 26:246-248)。
55 「 満文録副」 l677.15.47 :2232-2233. 乾 隆 2 2 年
1 2 月 l 8 日 [ l 7 5 iyl2/l8]. シュンデネの :lllS11a (「新




「満文録副」: 「,li機処清文録削1l1きfa」 中国第一歴l1:1 憾案




「八旗通志」 :相隆安等率救標職 「欽定八t能言:通志」 巻首
14卷+342卷. 嘉i整4年[1799] → 〔清〕相隆安等修.
李 淘 ・ 趙 徳 ・ft ・ 周 競 方 ・ -確虹主校点 「欽定八旅通志」
l 1冊,長春:吉林文史出版社. 2002年.
KR0: Ka3axo1o -pyccKtle on1,,ou‘e,Mn a Xy1-Xym eeKM:
c6op,‘uK OoKy、,e,‘moa u .、lamept,anoe, AJIMa- ATa :
uliaateJIbCTB0 AKaaeMl lu HayK Ka3aXCKO il CCR l961.
MOTsA: MeoK10 )'‘apoll1l‘b le o″1'‘olae'llm e Llel lmpa::lb''ou‘
A3ut‘. XVii-XVulee., K. l -2,MocKBa : “Hay Ka” rnaBHaa
peAaKLIH:;l BOCT0lHOili 川 l TepaTypb1,1989.
「乾隆朝上論構」 : 中 国 第一歴史解案館福 「乾隆朝上論
解」 18冊. 北京:解案出版社. l 9 9 1 年 .
「王公表伝」: tl1認l士等率効算事il「欽定外1'器 '蒙古回部王
公表伝」 120卷.乾隆44年[1779] → 「最印文淵田
四1illl全書」 (台北:台湾商務印1li:館. l983-86年) . 第
454冊.
「新疆匯経」 :中国辺船史地研究中心 ・中国第一歴'1ll'概
案館合経 「清代新躍消文概案匯福」 283冊. 桂 林 : 広
西師範大学出版社.2012年.
「準略」: 1lli恒等率効器電i i 「平定準?面方日各」 前組54 巻,,
正福85巻.続紹32卷. 乾隆37年[1772] → 4 冊.
北京:全国図書館文献縮微複製中心.l990年.
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Dispatch of the Nusan Mission: The Negotiations between Qingand Ablay in 1757
Onuma Takahiro
Inl757,the Qing dynasty dispatched the Nusan mission to negotiate directlywithAblay Sultan,alead-
er oftheKazakh Middle Zhuz,whowished to pledge“allegiance”tothe Qing. Thefirstta!get ofthe mis-
sion was to capture Amursana,an Oyiradleader,who rebelled against the Qing and hid in theKazakh
steppe. The first stage of the negotiationswith Ablay was spent onthis problem,andthe pressure from
Nusancaused Ablay tofallillfor a while. Howeve:f,after recuperating,Ablay took a positive stance. This
change was pl1obably because he had obtained information thatAmursanahad entered Russia. Inthelatter
halfof the negotiations,they discussed problems related to development of the Qing-Kazakh relationship.
The Qing's recent failure to rule the Oyirads ensured that their attitude duringthe negotiations was very
passive. In contrast,Abla1ll,who recognized that the relationship withthe Qing dynastydid not involve any
effective controland reorganization ofKazakh socielry,was veryactive in negotiations onthe submission of
alist ofKazakhleaders andgroups,thebestowalof titles,and so on,through which hetried to delive alot
of prolit fromthe Qing.
Although the problem ofAmursana was not resolved,thebasic framework ofthe Qing-Kazakh rela-
tionship was established through the dispatch of the Nusan Mission. Consequentlyl,Ablay so strengthened
his tieswiththe Qingthat he“become estrangedfrom Russia.” The mission contributed to the Qing's ef-
forts to bring an end to the confusion in CentralAsia after the collapse ofthe Junghar regime and to estab-
lish a new order inthe westem territory.
In additionthe two reportsdrafted by the Nusan mission are valuable contemporal:ysources on the
Kazakh situations in the middle eighteenth century. It includes interestinginformation about Ablay,his
followers,andKazakh society. The figures ofKazakh peoplethat appear inthese reports provide alocal
perspective onKazakh society at that time,which hadbeen hitherto etched only by Russian documents.
